いわての食育シンボルマーク募集要領

１　趣旨
　　岩手県では、食育を総合的、計画的に展開するため、平成18年2月に「岩手県食育推進計画」を策定し、様々な取組みを進めています。

　　食育は、全ての県民の生涯にわたる重要な課題であり、できるだけ多くの県民の参加のもとに進めることが大切ですので、食育を県民運動として進めるため、関係機関、団体が連携し、岩手県食育推進ネットワーク会議（※）が平成18年7月に設立されました。

この岩手県食育推進ネットワーク会議を中心に、食育を県民運動として拡大していくうえで、食育についての理解と関心を県民の皆様に深めていただくため、「いわての食育」をテーマにシンボルマークを募集することとしました。

（※　岩手県食育推進ネットワーク会議：食育を県民運動として全県的に展開するために３６の関係機関、団体等で組織されている会議）
２　募集内容

「いわての食育」が推進されるよう単純明快で幅の広い年齢層に親しみの持てるシンボルマークを応募してください。

なお、岩手県食育推進計画が掲げる基本理念とスローガンは、次のとおりですので、「いわての食育」をイメージする際の参考としてください。
　【基本理念】
　　岩手の風土や文化などの特性を生かしながら、食に関わる人々への感謝と思いやりの念を深めつつ、食べることの大切さを理解し、安全・安心な食べものを選択する力や望ましい食習慣を育てます。

　【スローガン】

　　いきいき！健やか！岩手の食っ子！イーハトーヴの恵みを受けて

３　応募規定
（1） 作品はＡ４版（縦・横どちらでも可）の白い用紙を使用し、周囲の上下左右にそれぞれ３cm余白を空け、天地を明記してください。

（2） 作品に使用する色数は３色以内とします（白色含む）。

ただし、グラデーション（ぼかし、色の濃度を変えること）や金・銀・蛍光色などは不可とします。

（3） 応募作品は自作の未発表のものに限ります。

（4） 応募点数の制限はありませんが、用紙１枚につき１作品としてください。
４　応募方法
　　作品の応募にあたっては、①作品の簡単な説明（１００字程度まで）、②住所、③氏名（ふりがな）、④年齢、⑤電話番号、⑥職業（学生の場合は学校名、学年）を明記し、封書で応募してください。

５　応募資格
　　岩手県内在住の方とします。

６　応募締切
　　平成１９年１０月３１日（水）（当日消印有効）

７　審査
　　岩手県食育推進ネットワーク会議において、審査を行います。

８　審査結果の発表
　　平成１９年１１月上旬入賞者本人へお知らせするほか、表彰式までにホームページで入賞者を発表します。

　　また、併せてマスコミに公表します。
９　表彰
　　最優秀賞１点に賞金５万円、優秀賞２点に図書カード５千円分を贈呈します。

10　表彰式
　　表彰式は１１月２４日（土）を予定しています。

11　応募規定
応募された作品はお返しいたしません。

なお、入賞作品の著作権は、岩手県食育推進ネットワーク会議に帰属するものとします。

また、同会議を中心として、各種印刷物やポスター、普及啓発用のグッズ（例えば、のぼり旗やはっぴなど）に利用するなど県内の食育活動において、広く活用します。

採用作品は、補作する場合があります。
12　応募・問合せ先
岩手県食育推進ネットワーク会議事務局

岩手県環境生活部環境生活企画室食の安全安心・消費生活担当

〒０２０－８５７０　盛岡市内丸10番1号

電話　０１９－６２９－５３２３

「岩手県食育推進ネットワーク会議」とは
岩手の風土や文化などの特性を生かしながら、食に関する人々への感謝と思いやりの念を深めつつ、食べることの大切さを理解し、安全・安心な食べものを選択する力や望ましい食習慣を育てる｢食育｣の推進が重要です。

岩手県では既に、「岩手県食の安全・安心に関する基本方針(平成15年8月25日策定)」において、「食育」を推進することを掲げており、地産地消運動を始めとして関係機関においてさまざまな取組みが進められてきました。

しかし、食に関する知識と選択する力を習得するためには、年齢やそれぞれの知識や能力等に応じた働きかけや体験の積み重ねが重要であることから、家庭や学校、幼稚園・保育所、地域、行政等が連携・協力し、継続的かつ計画的に取組むことが重要です。

このため、岩手県では平成18年2月に「岩手県食育推進計画」を策定し、保健所単位に「いわて食っ子ネット」を立上げ、地域における食育の課題の検討や食育の効果的推進に努めるなど、諸般の施策を進めているところです。

一方、特定非営利活動法人いわてNPOセンターでは、食事バランスガイドの普及を通じて健康づくり、生活習慣病の予防に寄与する食育の推進を図るため、「食事バランス改善チャレンジ運動inいわて」という事業を構想し、農林水産省に提案したところ、同省の「民間における食育活動促進支援事業」に採択され、今後の幅広い事業展開が期待されています。

このような情勢を踏まえ、保護者、学校関係者、事業者、生産者、NPO、関係団体等が一体のもとに、それぞれの能力を結集し、食育推進運動を県民運動として全県的に展開するため、「岩手県食育推進ネットワーク会議」を設立しました。
　岩手県食育推進ネットワーク会議　会長　菅原悦子

☆　岩手県食育推進ネットワーク会議のホームページ

ＵＲＬ：http://www35.atwiki.jp/iwate-syoku/






